
脳死下での臓器提供事例に係る検証
会議による102例のまとめについて 

（修正版） 

厚生労働省健康局 
臓器移植対策室 



対象提供事例 

• ２０１２年１月末までに、検証が終了した
１０２例を対象とした。 

  （厚生科学審議会「臓器移植委員会」で検証した4例を
含む） 

 

 
 

 



脳死下で臓器提供してくださった方々 

○ 提供者 
   男性：５７人  女性：４５人 
   年齢：平均 ４４歳 
       （１０歳以上１５歳未満～７０歳代） 
 

 

○ 原因疾患 

病名 人数 

くも膜下出血 ４２ 

頭部外傷 ２０ 

蘇生後脳症 ２０ 

脳出血 １３ 

脳梗塞 ５ 

脳腫瘍 ２ 

脳血管障害が
6割 



人 

図）年齢による疾患分布 

年齢による疾患の分布 

年齢の上昇に伴い、脳血管障害を原疾患とする割合が
高くなる。 
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入院から臓器提供まで（その１） 
（値は全て中央値） 

入院 

脳死とされうる状態の診断（３時間２３分） 

臓器提供についての説明（説明時間：1時間24分） 

第１回法的脳死判定 

診断及び救命治療 

病状説明・治療法の
選択肢提示 

ネットワークのコーディ
ネーター病院到着 

家族が臓器提供の説明
を聞くことを希望した場
合、病院は日本臓器移
植ネットワークに連絡。 

臓器提供の承諾 

４日 

１日 

提供拒否 

説明回数： 
１回：56％、 
2回：43％ 

入院から承諾まで
４日８時間 

本報告書には提供拒
否になった事例は含

まれていない。 

提供施設で行うこと 

ネットワークで行うこと 

移植施設で行うこと 



入院から臓器提供まで（その２） 

第1回法的脳死判定（２時間２５分） 

第２回法的脳死判定（２時間９分） 

臓器提供 

臓器移植 

６時間 

レシピエント決定 

移植施設より、摘出
チーム集合 

レシピエント選定開始 

１４時間 

搬送時間：心臓：103分 
        肺：197分 
       肝臓：207分 
       腎臓：44分 
       膵臓：228分 
       小腸：238分 



家族が臓器提供を承諾した理由の具体例 

【事例1】（提供の意思表示なし） 

• 配偶者「本人の意思を活かしてあげたいけど、私が本人の最期の時間
を決めてしまうのは負担に感じる」 

• 親族は「脳死で提供したら複雑、でも心停止での臓器提供なら腎臓と
角膜の提供しかできないのも残念。少しでも多くの役に立ったらと思う」 

• 配偶者「（医師に言われ、カードを探したが、）カードは見つからなかっ
たけど、ずっと前から本人は臓器提供をしたいと言っていたので、本人
の希望を叶えてあげたい」 

  

【事例2】（提供の意思表示あり） 

 1回目の説明 

• （家族は本人が臓器提供意思表示カードを所持していることを知ってい
た。） 

• 「もう決めていますが、年齢、病院名など細かいことは公表してほしくな
い」 

• 「他の親族にも確認したい」 

• （再度、説明の時間を設けることとした。） 
•   

 2回目の説明 

• 家族から「脳死で臓器提供をしたい」 



家族が臓器提供を承諾した理由の具体例 

【事例3】（提供の意思表示あり） 
 1回目説明 
• 家族「本人が臓器提供意思表示カードを所持していたことを知らなかっ

た。臓器提供が本人の意思なら尊重してあげようと思ったが、情報公開
があることで実家の周辺（近所の人達）に知られてしまうのではない
か。軽い気持ちで考えていた。」 

   （一度、家族で話し合うことを希望した。） 
  
 2回目説明 
• 家族「本人の意思を尊重してあげたい」 
  
【事例4】（提供の意思表示あり） 
• 家族「臓器提供は承諾します。でも、情報公開はやめてほしいと思いま

す。とにかく個人が特定されないようにしてほしい。悪いことをするだけ
ではないのに、どうして人から色々と言われないといけないのでしょう
か。」 

• （公表内容については、コーディネーターは、具体的内容は随時相談す
ることを伝えた。） 

  
• （最終的に2回目の法的脳死判定後に情報公開用紙を提示し、家族の

了解を得た。） 
• 家族「仕方がないです。背負っていかなくてはいけないことです。最後

にお願いがあります。移植した人のことは、どうしているか教えてくださ
い」 

  
【事例5】（提供の意思表示あり） 
• （家族の中には本人が臓器提供意思表示カードを所持していることを

知っている人と知らない人がいた。） 
• 家族「身体が温かいのに・・・と思うと納得しがたいけど、本人の立場に

立ったら臓器提供することが一番だと思う」 
 



臓器移植成績と社会復帰状況 

○ 心臓移植（80例） 

死亡・廃絶 4

生存・生着 76

常時働いている 28

常時働くことができ
るが、仕事がない
（していない） 40

自宅療養中 4

常時働くことができ
るが、パートタイム

で働いている 4

○ 肺移植（79例） 

廃絶 23

生着 56

完全社会復帰
（発病前と同等） 29

部分的に介助必要
かつ日中の５０％以
上は就床／入退院

の繰り返し 2
歩行・身の回りのこ
とは可、軽労働不

可、日中の５０％以
上は起居 5

部分社会復帰
（軽度の症状あり、
家事・事務的労働

のみ） 5
部分社会復帰

（家事・事務的労働
は可） 17

（平成２３年末現在） 



○ 肝臓移植（82例） 

○ 腎臓移植（123例） 

死亡・廃絶 17

生存・生着 65

完全社会復帰
（発病前と同等） 29

部分的に介助必要
かつ日中の５０％以
上は就床／入退院

の繰り返し 2
部分社会復帰

（軽度の症状あり、
家事・事務的労働

のみ） 5

部分社会復帰
（家事・事務的労働

は可） 17

廃絶 21

生着
102

不明 4

部分社会復帰
（軽度の症状あり、
家事・事務的労働

のみ） 2

歩行・身の回りのこ
とは可、軽労働不

可、日中の５０％以
上は起居 1

部分的に介助必要
かつ日中の５０％以
上は就床／入退院

の繰り返し 1

部分社会復帰
（家事・事務的労働

は可） 16 完全社会復帰
（発病前と同等） 88

臓器移植成績と社会復帰状況 
（平成２３年末現在） 



膵廃絶
20

膵生着
52

○ 膵臓移植（72例） 

完全社会復帰
（発病前と同等） 46

部分社会復帰
（家事・事務的労働

は可） 10

部分的に介助必要
かつ日中の５０％以
上は就床／入退院

の繰り返し 3

歩行・身の回りのこ
とは可、軽労働不

可、日中の５０％以
上は起居 2

不明 4

部分社会復帰
（軽度の症状あり、
家事・事務的労働

のみ） 5

○ 小腸移植（8例） 

死亡・廃絶 1

生存・生着 7

歩行・身の回りのこ
とは可、軽労働不

可、日中の５０％以
上は起居 2

部分社会復帰
（家事・事務的労働

は可） 2

完全社会復帰
（発病前と同等） 1

部分社会復帰
（軽度の症状あり、
家事・事務的労働

のみ） 2

臓器移植成績と社会復帰状況 
（平成２３年末現在） 
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